
令和７年度第３回　社会教育委員の会議　議事録 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時：令和８年２月２日（月）13：30～ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所：生涯学習総合センター研修室5・6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：委員８名、事務局５名

１　委嘱状交付

２　会議

(1)開会

(2)教育長あいさつ

(3)自己紹介

(4)議長、副議長選出

　　〇議長に小林一裕委員、副議長に塩谷洋治委員を選出

(5)議事

①本市の社会教育及び社会教育委員の役割について

　・質疑、意見なし

②今期の会議の内容について

・会議は５回計画ということで予定されているが、仮に第８次総合計画や教育振興基

本計画などでまとまらなかった場合、追加の議論を行う用意はあるか。

　⇒会議の回数を増やすことは可能である。

③ 第7次総合計画について

・全体的に網羅的、羅列的に見える。得意の分野があったり、苦手の分野があっても

良いが、こういうところが強みという視点が全体的に欠けていると思う。会津若松

市として特にどこが良かったのかというところが、ＫＰＩや文章に出てくると良い。

具体例も入れるとより分かりやすいのではないか。

・基本計画・総合計画について、会津若松市ならではの捉え方をとても期待している。

会津若松市のいろんな資源を生かして、会津若松市だからこそこれをやるという色

合いがあると思うが、それにもう１度立ち返って、コンセプトがどれだけ達成でき

たかどうかというところが見たい。



・全体的に指標の達成状況をもう少し詳しく知りたい。例えば、公民館講座に参加し

ている市民の割合が少し増えたということであるが、属性、年代、男女比などを知

ることができれば、より具体的に次の目標を立てることができると思う。 

・「子ども」の範囲はすごく広いが、乳幼児から高校生までは対象にとか、市として

こういう層をもっと厚くしていきたいとか、そういうターゲット層や属性が分かれ

ば、それによって使用するツールや具体的にやることが変わると思う。

・会津若松市は、他の地域と比べて地域学校協働活動が進んでいると思うが、今の状

態は小学生が主になっていて、小学校と中学校の関わりがちょっと薄いと感じる。

今後も小学生が主のままで良いのか、例えば幼稚園との関わりを蜜にするとか今後

の活動をどうすればいいかというのを考えるべきではないか。今までやってきたか

らそれを続けていけば良いのではなく、変わっていかなければならないと思う。

・地域学校協働本部事業は、会津若松市は本当に他の市町村より活発だと思う。でも

会津若松市ならではの色、会津若松市でしかできないようなことを落とし込んでい

けばさらに良くなると考える。

・今後も地域学校協働本部事業を継続してやっていくためには、コーディネーターや

ボランティアの人材発掘と確保などにとても課題がある思う。

・ＫＰＩは、子どもの実際の声や経験を踏まえた質的な部分が反映されると良いと思

う。例えば、放課後子ども教室では、量的なところより、参加していた子どもが楽

しんでたという実際の子どもの声などが重要になると思うので、そういう質的な部

分をどう扱っていくかが肝心になる。

・「多様化する市民の学習ニーズを的確に捉え」とあるが、「多様化している」とは

言葉で言えばとても簡単だが、具体的にどのように多様化しているのかを把握する

ことがむしろ重要である。

・例えばこういう分野で特に広がりがあったとか、こういう形の生涯学習を会津若松

市とかでは拡大したい、というような視点から評価をしていくと、より深い評価が

できると思う。数自体が増えたというのはとても重要だが、もっと重要なのは市民

の学びが深まったのかということである。例えば、こういう特徴的な活動が行われ

て全国的に評価されたということでもいいし、会津若松市として、今後どういう活

動を支えていきたいというものもあれば、主な成果にもなると思う。

・シビックプライドを醸成するためのデジタルアーカイブ作りなどの観点を打ち出し

ていくと面白い。実際にやってると思うので、それを拡大するという方向性があれ

ば未来がある。会津の魅力とか誇りを思えるような文献をどんどん公開していくと

いうことは非常に良い思う。

・「知の循環型社会の構築を目指して学びの成果を地域社会に還元できる人材の育成

を推進します」とあるが、自分たちが今生涯学習活動中であると思ってない方、意

識しない方がほとんどなので、その人たちをどうつなげていくかが大切である。



・生涯学習の指標が、公民館講座の参加の割合と市民100人当たりの貸出冊数だが、

これだけで生涯学習を評価できるのか疑問である。次期計画に向けた課題が出てい

るので、これに合ったものを指標に設定すると良いと思う。達成率が高くなくても

良いし、もっと大事なものを指標にしてはどうか。

・目標と指標がちょっと合っていない。主な取り組みに対して指標が連携していると

もう少しはっきりして分かりやすい。

④北会津地区社会教育委員連絡協議会の役員の選出について

　〇事務局案のとおり決定（質疑、意見なし）

(5)その他

(6)閉会


